


  

 
 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 福島医療専門学校 
設置者名 学校法人平成医療学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公開している。 

https://www.heisei-iryo.ac.jp/disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 

担当する職務内

容 

や期待する役割 

非常勤 

有限会社エビススポーツマ

ッサージ副社長 

（1992.6.30～2008.5.31） 

株式会社エビススポーツマ

ッサージ社長 

（2008.6.1～ ） 

平成 13 年

4月 1日～

令和 11 年

度の定時

評議員会

終結の時 

企画・調整 

非常勤 

オリエントメディカルサー

ビス株式会社取締役 

（2011.8.31～ ） 

学校法人福寿会理事 

（2020.4.1～2023.3.31） 

令和 2年 4

月 1 日～

令和 11 年

度の定時

評議員会

終結の時 

産学連携 

（備考） 

 

https://www.heisei-iryo.ac.jp/disclosure/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 福島医療専門学校 

設置者名 学校法人平成医療学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書は毎年、時間割完成後に担当教員へ作成依頼をしている。概ね前年度の 2

月頃には担当科目を割り振り、依頼している。 

作成にあたっては内容の統一性を図るために定められた書式とし、教員名・授業の目

標の他、各回の授業の概要を記載している。 

担当教員が作成した授業計画書は、各科の学科長が集約するとともに内容の確認を行

い、学年ごとに振り分けたのちに、各学期の初めに担任から学生へ配布またはクラウ

ドにアップするとともに、学校ホームページにて広く一般に公表している。 

授業計画書の公表方法 https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

柔整科・鍼灸科の第 1・2学年の成績評価は定期試験と平常点（授業態度、出席率、提

出物の有無、確認テストまたは小テストの得点）が基となっている。定期試験 10 割と

し、平常点を定期試験の 1 割を上限として加点・減点している。第 3 学年の成績評価

については定期試験の実得点としている。これらの得点を以って各学年 90 点以上を

優、76～89 点を良、60 点～75 点を可、59 点以下を不可としている。 

歯科衛生士科の第 1・2 学年の成績評価は定期試験と平常点（授業態度、出席率、提出

物の有無、小テストの得点）が基となっている。定期試験 10 割とし、平常点を定期試

験の 1割を上限として加点・減点している。第 3学年の成績評価については定期試験

の実得点としている。これらの得点を以って 90点以上を優、76～89 点を良、60 点～

75 点を可、59 点以下を不可としている。 

なお、一旦不合格となった科目でも、翌年度に単位追加認定試験（年 2 回）を行い、

その試験に合格することで、改めて単位認定を行っている。 

本校の卒業要件は必修科目の全単位修得であることから、最終学年の後期に卒業判定

として単位の修得状況を確認し、そこで卒業の可否を判断し、卒業の認定をしている。 

https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本校は履修科目の成績評点を 100 点満点で点数化した上で、個々人の全科目の合計点

の平均を導き出し、成績分布として 50点以下および 10点ごとの指標の数値に応じた

該当者数と下位 1/4 に該当する人数、指標の数値を算出している。 

この評点は定期試験の得点と平常点（授業態度、出席率、提出物の有無、小テストの

得点）が基となっており、定期試験 10 割とし、平常点を定期試験の 1 割を上限として

加点・減点している（ただし、平常点は各科第 1、第 2 学年のみ）。これらの評点を科・

学年・クラスごとにまとめ、一覧表化し、指標に沿って分布を作成している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、卒業の要件を必修科目の全単位修得と定めている。必修科目とは柔整科・

鍼灸科・歯科衛生士科が目標とする各国家資格に合格し、資格者として業務を行う上

で必ず身に付いていなければならない知識・技術を修得する科目である。本校は職業

学校であるという理念から、知識と技術を兼ね備えた医療人としての力を身に着ける

ことを目標として掲げている。このような力が十分に身に付いているかを、各科目の

合否で見極め、必修科目の全単位を修めた学生こそ、医療人として社会に貢献できる

卒業に値する学生であると判断している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure 

 

  

https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure
https://www.firyo.ac.jp/schoolinformation/disclosure





















